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研究要旨   

研究の目的 ︓糖尿病家族歴 （FHD）は 2 型糖尿病の危険因子である。睡眠呼吸障害 （SDB）が FHD を有す
る患者における糖尿病発症に関連するか検討した。 

方法 ︓ 7,477 人の一般住人検診参加者 （ながはまコホート）に対して、加速度計と睡眠日誌で客観的睡眠
時間を測定し SDB 重症度を評価した。糖尿病は HbA1c≥6.5・糖尿病への投薬で判定し、糖尿病の有病率、
インスリン抵抗性、SDB 評価以前の約 5 年間に新規発症した糖尿病の有病率を評価した。 

結果︓1,569 人が FHD を有し、中等度から重度の SDB （MS-SDB）のある患者において、SDB のない参
加者よりも糖尿病有病率は有意に高かった。多変量解析において、MS-SDB が FHD を有する女性でのみ糖
尿病有病率と関連していた。FHD を有する参加者の中で、最近 5 年で発症した糖尿病有病率は、女性におい
てのみ MS-SDB と関連していた。 

結論︓MS-SDB は FHD を有する女性の糖尿病リスクと関連していた。FHD を有する女性の SDB の治療
介入が糖尿病発症を予防するか検討が必要と考えられた。 
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A. 研究目的 
糖尿病家族歴(FHD)は２型糖尿病発症のリスクファクターであることは明らかであるが、睡眠呼吸障害
(SDB)が糖尿病家族歴のある群の２型糖尿病発症に関連しているかが明らかでないので、その関連を明らか
にすることを研究目的とした。 
 
B. 研究方法 
「ながはまコホート」7,477 名の参加者に対して、加速度計と睡眠日誌で客観的睡眠時間を測定し、その客
観的睡眠時間と酸素飽和度計を用いて SDB の重症度を評価し、FHD、SDB、糖代謝異常(糖尿病の有病率、
インスリン抵抗性、SDB 評価以前の約 5 年間に新規発症した糖尿病の有病率)の関連を横断的に検討した。 
 

C. 研究結果 
FHD を有する女性において、中等から重症の SDB は 2 型糖尿病の有病率の増加及びインスリン抵抗性の増
大と有意な関連があり、近 5 年間に新規発症した糖尿病の有病率は中等症以上の SDB で 21.4%と高値であ
った(SDB 無し︓1.1%, P <0.001)。また、糖尿病の有病率とインスリン抵抗性に対して、SDB と FHD は
有意な交互作用が認められた。一方、FHD を有する男性において SDB と糖代謝異常の関連は認められなか
った。 
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D. 考察 
本研究は横断的であるが、糖尿病家族歴のある女性に中等以上の SDB が合併すると現状の２型糖尿病の頻
度と過去５年間の２型糖尿病の発症が増えることを示し、その病態生理に性差が存在することを明らかにし
た。 
 
E. 結論 
中等症以上の SDB は FHD のある群の２型糖尿病の頻度に関連していた。FHD のある女性の SDB に対する
治療が２型糖尿病の発症を予防するかは今後の検討すべき課題である。 
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